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概要

英語の分詞構文において、動詞の現在分詞形はどのような働きをしているのかについて考察するものであ

る。現在分詞は、進行・未完了という共通の意味を持ち、それが主節に対する同時性を生み出し、この同時

性により分詞構文と主節とが接続されると考えるものである。ここで進行・未完了という概念が、主節の事

象の時などを基準にしたものである、ということが原理として働いていると見るのがここでの新しい見方で

ある。そのように考えることによって初めて、分詞構文がいくつかの意味に分類されるとか、後置分詞構文

の中で、なぜ"and(finiteverb),，とパラフレーズされるものがあるのか、といった疑問が解消されることが分か
る。また、次のような対比においても、理解に苦しむことがなくなる。

ａ.＆Ｕ山g-nQ-Eｴﾆ匹旦,Icouldnotcxprcssmythanks．

b，＊ ＢｅｃａｕｓｅｗａＭｍｏｗｚ"ＲｎｏＦｒｅｎｃｈ,Icouldnotexpressmythanks．

分詞構文を使った際の文体的効果も、このような分詞構文の主節に対する従属性という構造上の成り立ちか

ら、容易に理解することができる。

［１］問題提起

分詞構文と名づけられているものの中で、次のように主節に対して後置されているものに対し、筆者は疑

問を抱き続けてきた。これらの例はすべてＷＥＢページからのもので、下線部が分詞構文である。（この後の
例文も、断りのないときはＷＥＢページからの引用である）

(1)Thisinitiallossofwaterrcducesthepressureatdepth，

皿9119虹g-hg11,Morewaterboils,fOrmingmoresteam．

lowerin2theboilinEpointofwateralreadvhot

(2)Moreimportant,theflexedkneesreducethemomentofinertia， makinEthebodvLrotatefaster

(3)HefaithfUllyrccordedtheirmovementsovermanyyears，

(4)Someofthegreatestdamagefromanearthquakehappenswhenanyofthesetypesfaultsshakesthesoil

undcrbuildingsinlow-lying,watcr-loggedarcas， 己ＵＵＨＵＵ上ＨａＬＵＵ【

(5)Howcver,whenachlorinemonoxidcmoleculccncountcrsafreeatomofoxygen,theoxygenatombreaks
upthechlorincmonoxide， and releasingthcchlorineatombackintｏｔｈｅ」ｘｖ凹巳、紐Ｉ【

stratospheretodestrovmoreozone

(6)Thisreactionhappensoverandovcragain，

ofozone．

ＪＩｎｏＩｃｎｌｏｒｌｎｅｌｏｏｅｓＩｒｃ

その疑問とは次のようにまとめられる。

後置分詞構文で、

疑問１）なぜ、“and（finiteverb)…，，「そして・・・する」とparaphraseされるものに、現在分詞が
使われるのか。

疑問２）次の「～しながら」に対応する次の場合と、それが対応しない上の例の場合とで、現在分詞の共
通点、相違点は何か。

(7)Thefreechlorineatomsthencanreactwithozonemolecules， takin2oneoxvEenatomtoformchloriｎｃ

monoxideand leavinEanordinarvoxvRcnmolecule

(8)Thisreactionhappensoverandoveragain,allowingasin貝leatomofchlorinetodestrovmanvmolecules
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ofozone．

このように整理しようとしてみると、後置の場合だけでなく、分詞構文としてより頻度が高いと思われる、

分詞構文が主節に対し前置される場合にも、現在分詞の役割、機能は何なのかという疑問が同じように沸い

てくる。

疑問３）前置の分詞構文と、後置の分詞構文とで、現在分詞の役割に違いがあるのか。

また、

疑問４）形容詞や過去分詞で始まる分詞構文では、なぜ現在分詞beingが省略されている、と言われるの

か。

形容詞や過去分詞から始まる節が主節の名詞を直接、修飾していると見ることはできないのか。それとも

beingの省略ということの納得できる根拠があるのか。

［２］現在分詞の進行性

他の基本的構文から分詞構文を派生、変形させて得るということに関して、次のような主張を目にした。

次の(9)のような対応から、現在分詞の分詞構文は本来何らかの接続詞、主語、進行の助動詞ｂｅ

を備えており、それらが削除された結果生ずるものである、すなわちingは進行の現在分詞である、

とする見方があるとすれば、それはきわめてナイーブな考え方であると言わざるをえない。

(9)a・Goj"ｇｏ、,hctrippedoverthemaL

b.,43胄降B-梶菊邑goj"ｇｏ、,hetrippedoverthemat．

なぜなら常に(9)のような対応が成立するとは限らず、次の(10)ｂは文法的であるが(10)ａは非文であ
る。ｋｎｏｗのような動詞は、一般に進行形を作らない。

（10)a.＊BecauselwaM"ＣＭ"gnoFrench,Icouldnotexpressmythanks．

ｂ・肋ＣＭ"gnoFrench,Icouldnotexprcssmythanks.(pp､107-8：今井）（河本により番号など変更）

この主張は一見正しいものの、だからといって全く“ingが進行の現在分詞とは関係ない”と結論を下すこ

とには反対である。この引用は、現在分詞の役割は何かということは別として、表面的な変形ということに

ついて述べている点では問題なく、９)や１０)で分かるように、単なる省略ということではうまく処理できない
ことは確かである。筆者は、そのことを踏まえ、現在分詞の基本的性質や分詞構文の歴史的発達などの面か

ら分詞構文を説明することが極めて意義深いことと考える。ここで、本質的に“ing形が進行の現在分詞そ

のものである''という、この引用で批判されていることに近い考えをこれ以降で主張するものである。ただ、

(10)のような例は、当然、現在分詞の性質からうまく説明できなければならず、筆者の主張の是非をチェッ
クする重要なポイントになる。従って、ここから次の根本的な疑問に至る。

疑問５）分詞構文の中の動詞の現在分詞形はどのような役割を果たしているのか。

分詞構文の中心は現在分詞であり、まず､現在分詞そのものの役割について調べておかなければならない。

Onionsは現在分詞の用法を次のように分類しているが、それは目新しいものではない。

１．叙述形容詞として

Thccityliesslceping、

２．連体詞として

Hcwasas9meezj"８，９７αSPJ"ｇｓｃｍｐｊ"８，ｃ/ptchj"8,covetousoldsinncr、

３．“独立構文”において

Iwillcome,ｗｅａｒ〃erperm伽８．(pp､243-4:Onions）

１，２では、現在分詞は共通して能動を意味し、かつ「～している」の日本語が対応することが分かるが、

この分類は現在分詞の現れる状況を分類しただけのものであり、このことからは現在分詞の本質は見えてこ

ない。現在分詞そのものの意味として次のこともよく知られている。

「現在分詞は動作Ａ行為の継続.q反復を意味すゑので、継続分詞(durativcparticiple)、反復分詞

（iterativeparticiple)、未完了分詞(imperfectparticiplc)などと呼ばれ、過去分詞は完結・状態を意味す
るので完結分詞(perfectiveparticiplc)、完了分詞(PERFECTPARTICIPLE)、結果分詞(cffective

participlc)などと呼ばれる：…」（ｐ833:新英語学辞典）（波線は河本による）
別の言い方をすれば次のようになる。

現在分詞テンスーingは、主動詞の指示時点と同時の時点を指し示す、ということになる。この同時
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性は未完了(imperfect)アスペクトの－局面である。（p､222：中右）
従って、現在分詞の本質といえば、未完了、継続、進行の意味ということでよかろう。ここから分詞構文の

特徴、,性質を説明することができないだろうか。このことをこれ以後で試みることにする。

［３］現在分詞の同時性（分詞構文を含む複文において）

分詞構文では、中心になる動詞が分詞であるため、分詞構文だけではそれが表す時を決定できないのは当

然である。そのことについて、まず、一般論として次のように言える。

分詞構文(Participialconstruction)というのは、分詞を主要素とする語群が文全体を修飾して副詞的
に用いられている場合に言う。この構文では、述語動詞の時制と同時のことを表すには現在分詞を

用い、それより以前に起こったことを表すには完了分詞を用いる。（p・'52：安井）
これに関連して、次のように補足しなければならないことは気づきにくいことではある。

（A）ThepeopleworAj"ginthefactoryaskedforapayincreaselastmonth．

非定型としての分詞は、それ自体で、ある一定の時を唯一的に指定する機能を有しない。つまり、

時指示の機能に関して自立的ではなく、コンテクスト依存的である。ここでコンテクストとは、言

語的文脈だけでなく、場面的状況をも含めてのことである。端的な例証は、さきほどの(A)で、そ
こに見られるあいまい性はこれら二種のコンテクストに依存している。具体的にいえば、主節の時

点と発話時点のいずれかが準拠時点となるのである。（p224：中右）
したがって、分詞構文は、主節の時点または発話時点のいずれかを基準にし、分詞構文の箇所が主節に対し

同時か以前かに基づいて、現在分詞、完了分詞がそれぞれ利用される、とまとめられる。しかしながら、関

連付けられた二つの事象に関して、ここで述べられた同時性というのは、“時制としての同時性，，ということ

で、必ずしも二つの事象の実際の同時性を言っているのではない。この後者の同時性を、“時制としての，，を

外して、単に（広義）同時性と呼ぶことにする。

分詞構文においては、時制としての同時性があれば、常に広義同時性を持つことになる。この点が分詞構

文の特徴であるが、これはｔｏ-不定詞句の同時性と対比してみると分かり易い。後で述べるように、ｔｏ-不定

詞句では“時制としての同時性”があるときでも、ｔｏが前置詞としての方向性の意味を持つことから、実際

には未来（指向）性を持つからである。それに対し、分詞構文では“時制としての同時性'，が存在するとき、

先に見た現在分詞が進行・未完了であることから生じる広義同時性が常に成立する。(9)ａでは、Goingｏｕｔ
の部分の事象がhetrippedoverthcmatの事象の生起、成立の際に進行中である（現在分詞の進行性のため）

ことから二つの事象が同時に生起、成立することを示している。他方、ｔｏ-不定詞では、未来性でもって残り

の部分と結びついていて、それによってto-不定詞句が目的、結果を表すということになる。従って、現在分

詞と不定詞とは全く異なる非定型の形でありながら、進行・未完了、目的という異なった基本的性質から生

じる同時性、未来性によって、それぞれ残りの部分に結び付けられている、という類似点、相違点が明らか

になる。

［４］現在分詞の接続性（分詞構文を含む複文において）

(9)ａを－つの例として、進行性が含まれた文を考えてみると、現在分詞の進行・未完了の意味から来る実

際の広義同時性に関連して、筆者は次の問いに到達した。

疑問６）ある事象が、単独で継続、未完了ということがありうるか？

結論として、それはないと言える。進行を表す部分は、常に文脈や状況の中で、ある基準になる時を基に考

えられるものであるということが分かる。つまり、継続・反復などを表す形については、その基準になると

ころの事象や時が常に文脈や状況の中に存在し、それとの同時進行』性ということがその基になっている、と

いう結論に達する。この現在分詞の進行の意味が相対的に決定されるものであるという点が、分詞構文を分

詞構文たらしめている本質である、ということは次節で示すことになる。前置詞や接続詞から始まる句や節

であれば、それらは文の残りに対し、それらの語の意味で結び付けられている。分詞構文においては、主節

に対して接続する機能を果たす語が原則として必要ないが、その接続の機能が現在分詞の進行の意味からの

広義同時性によって生み出される、というのが筆者の到達した結論である。

以上の説明から、(9)、（10)の違いを見ても、ある種の動詞が進行形を持たないことと、分詞構文の中では、
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knowingのように現在分詞（進行形）が使われることに矛盾があるとは考えられないことが分かる。そのこ

とを別の言い方で言えば､(9)ａの現在分詞の用法をプロトタイプとして、その拡張として(10)ａが生じている、
と考えることもできるのではないだろうか。この拡張を支えているのが、現在分詞の進行・未完了性から来

る同時性である。この拡張という考えに関しては、歴史を遡る資料の検討が必要で、今後の課題としたい。

［５］前置の分詞構文

以上の現在分詞の基本的意味、機能を基に、まず、前置の分詞構文を見てみよう。次は前置の分詞構文の

例である。

（11)Allthingsconsidered,itisnotabadbargain．［条件節］

（12)Thisdone,wewenthome．［時間説］

（13)Itbeingvcrycold,wcmadeafire．［理由節］

これらは主にOnionsからのもので、Onionsは主節に対する分詞構文の機能について、次のように説明して

いる。（ただし、これは前置された分詞構文の中でも、分詞の主語を伴ったものについての説明である）

独立節(AbsoluteClause)とは、述部が定形動詞の代わりに分詞からなり、意味上、時間・理由・条

件、または譲歩の副詞節もしくは付帯状況(AttendantCircumstance)の副詞句に相当する節のことで

ある。かかるグループは、“独立”（Absolute)[Labsoﾉ"“=free]と呼ばれるが、それは、構文上、文

の他の部分から独立しているように見えるからである。（p､121:Onions）
このように、分詞構文と主節との関係は複数あることはよく知られていることであるが、それでは、この分

詞構文の中で、現在分詞がどのように機能していると考えられるか。非常に残念なことに、この点に関して

直接言及しているものを筆者は目にしたことがない。そのことを考えるのに、まずは、分詞構文の起源につ

いてのOnionsによる解説を頭に入れておく必要がある。

英語では、他の言語の場合と同様、分詞副詞節(ParticipialAdverbClause)は、発生的には単一の副

詞的付加詞であって、斜格(obliquecase)の名詞（または名詞相当語句）と、それに一致する分詞か

らなり、付帯状況・原因・条件などを表していた。（p､124:Onions）
つまり、主節との関係が継続、反復、完了などに機能分類される分詞構文において、その中の現在分詞の意

味は、元々現在分詞の形容詞的用法（連体詞修飾の用法）であって、［２］で述べたように、進行形に象徴さ

れるような進行・未完了である。そうであれば、先に考察した、現在分詞が持っている進行・未完了という

意味を持った進行事象というのは、他に時間の基準になるものが必ず存在し、それに対して相対的に同時で

あるということである。その基準は主節の事象であったり、その中の時を示す副詞だったりする。分詞構文

が主節の表す時に対し、進行中・未完了ということである。つまり、ここには現在分詞の進行・未完了から

来る分詞構文の主節に対する広義同時性が働いていて、その広義同時性によって分詞構文と主節とが結び付

けられていると理解できる。このことが筆者が考えついた点である。Onionsが言うように、元々分詞構文は

（広義の）付帯状況を示すもので、付帯状況というのは随伴的なもので、同時'性が（程度の差はあれ）その

中に含まれている。それによって、分詞構文の主節に対する関わりが生じ、そして、その意味的関わりは、

接続関係を意味する接続詞が原則としてないため、文脈上から決定されることになる。それが分詞構文の機

能分類ということに現れるということである。

文体的効果について、Onionsが次のようにまとめている。

「中世英語における独立分詞の文体的効果は、古代英語の場合とほぼ同様である。それは使用した

場合、文にのびのびとした動きを添えたが、その技巧性に災いされていつもそれと感じられなかっ

たのであった。近代英語では、事情が異なってきている。ここでは、スタイルへの重要な添え物に

なっていて､スタイルに多様性と簡潔さを付与している｡それは､文にいきいきとした動きを与え、

説話文や記述文を書くすべての作家にとって､従属的観念を表現するための調法な手段となってい

るのである」（p」26:Onions）

このことの理解は比較的容易であろう。それは、分詞構文というものが、非定型動詞からできていて、主

節に対する依存形式であり、従って、主節へ従属していることで、主節より重要さで劣った形の述べ方にな

っているのである。また、前置分詞構文は、すでに述べたように、主節との関係から時、条件、理由などに

機能分類することができるが、それは用法としての二次的機能であり、一次的には、現在分詞を中心とした

分詞構文が、主節に対し同時であり、その結果として、広義付帯状況を副詞的に表すものである、というふ
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うに考えることができる。

［６］後置の分詞構文

前置の分詞構文が以上のように理解できることが分かったところで、同じように後置の分詞構文を考察し

てみよう。前置と後置で特に本質的な違いがあるとは考えられないので、次の予測が立てられる。

１）後置の分詞構文も主格に対し従属的、補足的

（それは「進行性→同時性→接続性」から来る）

２）前置主節に文脈上の関連性が強い

３）全体がcompactな表現になる

’)の同時性という観点から見れば、主節と分詞構文とが内容的に広義同時性で結びついた、関連付けられ

たもの（塊）と見ることができるのは前置の場合と同じである。このことから、恐らく全体が塊と認識でき

る何がしかの意味上の条件、範囲が存在していることが予想される。そして、前置された主節の方が文脈に

強く関係し、後置された分詞構文はそれに対し補足的になっている。それが後置分詞構文の文体的特徴につ

ながる。従って、この後置の場合２)、３)の特徴を認めることに問題はないだろう。

ここで、次のことを確認しておきたい。本論の最初に挙げた６つの例に見られるように、後置分詞構文が

主節と時間的に少しずれている場合や結果を示す場合、日本語訳では「そして～する」と直せば、英文の意

味が大体伝わる。この場合、現在分詞の「進行」の意味が筆者には、理解できなかった。即ち、疑問１)、疑
問２)で述べたように、現在分詞の持つ進行の意味が、パラフレーズや日本語訳にどう関係しているのか全く

理解できなかった。そこのところが、前節までで述べてきたように、現在分詞の進行の意味から来る二つの

事象の広義同時性により、主節と分詞構文が結び付けられる、ということで理解できるということである。

分詞構文が表す事象は主節の表す事象と一まとめにして捉えられるようなもの、というのが分詞構文が使

われるのに必要な条件であるという理解に達したが、それらの時間的関係について厳密には次の２つに分け
ることが出来る。

①狭義の同時

②時間差がある

①の“狭義の同時，,という場合、日本語でも「～しながら」という言い方で同時性を意味し、かつ副詞的に

扱えるので我々日本人にとって違和感がない。これは、まさに狭い意味での同時進行性そのものということ
ができる。その例を次に示しておく。

(14)Thefrcechlorineatomsthencanreactwithozonemoleculcs， takin2oneoxv2enatomtoformchlorine

monoxidcand lcavlnanordinaroxVgcnmolccule

(15）Thisreactionhappcnsoverandoveragain，
moleculesofozone．

ＪＩｎｏＩｃｎｌｏｒｌｎｃＩｏｏｅｓＩｒｃ

これらの形に対し、次の例は日本語にぴったり対応する形がなく、「そして～する」と"and"の形で訳さざる

を得ない。言い換えれば、日本語訳としては等位接続により同等の重さで述べる以外になく、日英語で文体

的効果に差が生まれてしまう。この場合が筆者の大いに悩まされてきたものだが、分詞構文の中の現在分詞

が進行･未完了の意味から生じる同時`性でもって分詞構文が主節に結び付けられていて、「～しながら」と「そ

して～する」の違いは、単に時間的な差異から来ているに過ぎないということである。二つの事象において、

無条件に、一方が分詞構文の形で結び付けられているわけではないのである。次に最初の例を再褐する。

(1)Thisinitiallossofwaterreducesthepressurcatdepth，

旦皿llgu-h9lLMorewaterboils,formingmorcsteam．

このように、時間差があるときも、分詞構文と主節とが完全にノ

lowerin2thcboilin2pointofwateralreadvhot

このように、時間差があるときも、分詞構文と主節とが完全に独立したものと見ているのではなく、分詞構

文の部分が主節と一体として捉えられ、全体が簡潔に表現されている、ということであろう。従って、－体

としての捉え方が可能である条件、範囲には、自ら、ある種の微妙な判断が関係しそうな制約が存在してい
ることが予測されるが、このことについては深入りしないことにする。

このように考えると、後置の分詞構文も、その使用可能条件を除き理解できたことになる。

[７］現在分詞の省略された形

次の例では、下線部が分詞構文である。
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,CFCmoleculesbreakupandreleasetheirchlorineatoms．BombardedbvthCsun，sultravioletener2(16）

(過去分詞から始まる分詞構文）

rcleasedfromsourcessuchassoiLwatCrvapor(17)Theseclementsalwayshavcexistedinthestratosphcre，
（過去分詞から始まる先andtheoccans． (過去分詞から始まる分詞構文

,ozoneisaharmfulpollutantthatcausesdamage(18）
DＩＩＤｈＩ】§ｃｒｕｑ

tolungtissucandplants．（形容詞から始まる分詞構文
これらの形について、次のように言われる。

過去分詞や形容詞で始まる分詞構文は、beingを補って考える

これも筆者が大いに疑問に思っていた事柄であった。なぜ省略とみなさなければならないのか、というのが
その疑問である。この種の分詞構文の見方としては、例えば次のように述べられる。

位置は文頭・文尾ばかりでなく、文中にも挿入される。現在時制・完了時制・能動態・受動態が見
ので、このような場合は過去分詞で始まることにな,cin2は省略さ１１畳L｣三とZii菱｣△られる゜しかし

るか、または名詞（句）や形容詞（句）だけになる。…主語が表現されるとき、ほとんど意味の

ないｗｉｔｈを伴うことがよくある：ThingsseemsimplerMrAyouﾉﾙj"ｇhere．（ただしこれはｙｏｕ(who

are)livinghcreとも解される｡）（p､832：新英語学辞典）（波線は河本による）
このように、（16)、（17)、（18)の例では、現在分詞bcingが省略されていると言われているが、そのことは、
これまでの我々の分析からは次のように理解できる。それは、現在分詞の進行の意味から主節との同時'性が

生まれ、この同時性によって分詞構文と主節とが結び付けられる。従って、分詞構文の主節に対する接続の
機能は、もともと現在分詞から生じる機能、働きであり（しかも省略されるのは、助動詞としてのｂｅやｈａｖｅ

のing形だけ)、従って現在分詞が省略されていると見るのが適切であるということになる。即ち、“現在分
詞が省略されている”というのは理にかなった考え方である。接続詞などが使われない形でありながら、従
属性を備えた複文を生み出すということでは特異といえるもので、それを可能にしているのは現在分詞の基
本的意味である進行性から来ているというのが本論の主張である。

［８］分詞構文の出現条件

ｄＰＭＣｚｍ４ＬＥｌｖＧＬＩＳＨＧＭＭＭ４Ｒでは、分詞構文の出現条件が次のようにまとめられている。最後のも
のを除き、筆者ははじめて目にしたものである。

①同じ主語による二つの動作が同時に起こる場合は、通例その一方を現在分詞によって表わすこ
とが可能である。

Ｈｅｒｏｄｅａｗａｙ・Ｈｃｗｈｉｓｔｌｅｄａｓｈｅｗｅｎｔ．

＝Ｈｅｒｏｄｅａｗａｙｗｈｉｓｔｌｉｎｇ

Ｈｅｈｏｌｄｓｔｈｅｒopewithonehandandstretchesouttｈｅｏｔｈｅｒｔｏｔｈｅｂｏｙｉｎｔｈｅｗａｔｅｒ．

＝Holdingtheropewithonchand,hestretchestheothertotheboyinthewater．
②同じ主語によるひとコの動作にすぐ他の動作が続く場合は、はじめの動作を現在分詞で表せる
ことが多い。この場合、分詞は前に置かなければならない。

Ｈｃｏｐｅｎｃｄｔｈｅｄｒａｗｅｒａｎｄｔｏｏｋｏｕｔａｒｅvolver．

＝Openingthedrawerhetookoutarevolver．

③第２の動作がはじめの動作の一部をなすか、初めの動作の結果である場合には、第２の動作を
現在分詞で表すことが出来る。

Ｓｈｅｗｅｎｔｏｕｔ,slammingthedoor・

Hefired,woundingoneofthcbandits．

④現在分詞はまた「ａｓ/since/because+主語+動詞」の代用にもなる。つまり、後に続く動作の理
由を説明することになる。

これらは、我々がこれまで主張してきたように、分詞構文が主節と広義同時性を持つと考えられる場合に使
用可能である、という正にその使用条件を述べていると考えられる。また、それ故に、分詞構文が、従属的
（補足的）役割を果たすことにより、全体が簡潔性を生み出している、という分詞構文の文体的効果につな
がっていることもうなずける。特に、後置分詞構文で"and(finitevcrb)"で置き換えられる場合や結果が示され

る場合、日本語訳に反映されない場合があっても、分詞構文という従属』性から補足的な述べ方になっている
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ことが強調できよう。

このようにまとめられると、分詞構文の使用に関して、次のような制約が働いているように感じられる。

制約１：分詞構文は、主節で表される事象に制限を加えてはならない。

②､③から、２つの事象が連続して起きるとき、一方が分詞構文にできる可能性があるわけだが、その場合、
次のことが言えそうである。

制約２：分詞構文と主節との文中での出現順は、それらの事象の実際での生起順に従う
また、④から次のことも言えそうである。

制約３：分詞構文が理由を示す場合、それは主節に対し必ず前置される

これらの制約が本当に条件なしに、あるいは条件付きで成立するのか、そうだとすれば、それが何から来る

ことなのか、これらは筆者にとってこれからの課題である。分詞構文は主節との関係を明示する接続詞など

が原則として不要であるため、自由ではあるが、それだけにその使用が条件付けられ、固定化されてきてい

ると理解される。それは、because節などで主節の事象に対する理由を述べる場合、主節に対し前置でも後置
でも可能であることと対比されるが、それはbecauseという接続詞がはっきりした接続の意味を持っている
からであると考えられる。

［９］接続性を示す他の形式

ここでは、以上の分詞構文の理解の仕方が、同じように他の形式にも当てはまることを見ることにより、
分詞構文に関する我々の主張が特異なものでないことを示すことにする。

筆者はこれまでto-不定詞や付帯状況のｗｉｔｈなどを考察してきているのであるが、それらが、今日、現在

分詞と共通した面を持っていることに気づくことになった。これらの形はすべて二つの事象（事態）が関係
し、それらがto-不定詞、ｗｉｔｈによる付帯状況、分詞に応じて、一方の事象が他方の事象に対し、それぞれ目

的、近接、進行中ということで関連付けられていると述べることができる。次は結果を表すto-不定詞の用法
とされる例である。

（19)Thcfreeoxygenatomthenmayjoinupwithanoxygenmoleculemmakeanotherozoncmolecule,ｏｒiｔ
maystealanoxygenatomfromanozonemolccule ＤＯｒＯＩｎａｒＶＯＸＶ回ｅｎＴｎＣ

withによる付帯状況では、ｗｉｔｈの近接性から来る広義同時性および狭義同時性が成立していると見ることが

できる。他方、ｔｏ-不定詞の場合、ｔｏがもともと単なる前置詞であることから来る未来性、目的性を持ってお

り、その目的の意味から広義同時性が成立すると理解できる。別の言い方をすれば、目的の意味がプロトタ

イプで、結果がその拡張になっているということである。結果の場合も、それが目的の裏返しと見ることが

できることから納得できよう。即ち、ｔｏ-不定詞の場合には、目的の意味からの拡張、再解釈として結果を示

す場合にも使用されると考えれば納得がいく。以上、ｔｏ-不定詞やｗｉｔｈによる付帯状況などは、分詞構文にお

いて現在分詞が、進行・未完了という意味から、主節に対する広義同時性を生じさせ、それにより分詞構文
の箇所が主節や発話状況に結び付けられる、という我々の考えを支持していると考えられる。

また、次の例のように､ｗｈｅｎの箇所が「～するとそのとき」に対応する場合も同様に考えることができる。
(20)Hewasdoingthedishes .(p､213：福地）ｗｈｅｎｓｕｄｄｅｎｌｖｉｎｃａｍｅＪｏｈｎ

whenが元々、時の指定であって、二つの事象の同時性を意味し、この場合も再解釈を伴った機能の拡張にな

っていると言えるのではないだろうか。ｗｈｅｎが時を示すことを基本として、通常とは異なり、その拡張とし

てｗｈｅｎ以下に断定が置かれる形になっていると見ることができる。このことも、我々の分詞構文の理解と
統一的に見ることができる点で、分詞構文の分析をサポートしていると考えられる。

現在では接続詞的に使われるconsidering,given,providing,provide。なども元々分詞構文の中に現れる動詞

形であるから、それを基にして、現在のような接続詞的用法が可能になっていると考えられる。（参pl26：
Onions)この場合、分詞構文の従属性がそのまま残っていることも注目に値する。supposeのような命令形に
よる従属節と機能的には同じになる場合があるが、構成的には全く異なっていることが面白いと言える。
繰り返しになるが、明確な接続の意味を持つ接続詞などと異なり、現在分詞が使われる分詞構文の場合、

接続の意味はこれまで述べてきたように、いわば二次的、間接的なものであり、その結果、接続の意味が不
安定で、意味の拡張などを受けやすく、複数の意味、用法に分類されるようになっている、と考えられる。
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TheSimultaneousandComplementarｙＮａｔｕｒｅｏ症theEnglish

ParticipialConstruction

ＭａｋｏｔｏＫＯＭＯＴＯ

Departme"［q/Socjo-m/brmα"o",〃c"/()ﾉqfm/brmα"Cs，

ｏｋａｙα"ｚａＵ"jvelsj(yqfScie"ｃｅ

ＲＭａｊ－ｃｈｏＩ－Ｉ,Ｏｋａｙａｍａ700-0005,JcZpα〃

（ReceivedNovemberl,2002）

Weinvestigateinthisarticlehowthepresentparticiplecanbeunderstoodtofunctionintheparticipial

constructioninEnglishWeproposeｈｅｒｅthataprcsentparticiplehasthemeaningofprogressor

imperfection，whichhasthemeaningofsimultaneousnessoftheeventsrepresentedbytheparticipial

clauseandthemainclause,andthissimultaneousnesscreatesaconjunctivefunctionbctweenthetwo

clauses・Consideringthisway,ｗｅｆｉｎｄｔｈａｔｗｅａｒｅｎｏｔｂｏｔｈｅｒｅｄａｎｙｍorebythosesentenccsthathavethe

participialclausepostposedagainStthemainclauseandareparaphrasedlike"…ａｎｄ(finiteverb)"asiｎ
aMorewaterboils,fOrmin2 ｍｏｒｅｓｔｅａｍ

orbythedifferenceinacceptability/grammaticalityofthenexttwosentences
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